
４．配慮内容【ステップ３】＜完成（整備前後の写真やコメント等）、計画済・計画中（想定される内容）＞

１．事業概要

個別事例調書「ぐんまの風景を魅せるインフラ整備」（スキルアップチャレンジ）

【路河川名】（赤）西空堀沢
【事業箇所】みなかみ町猿ヶ京温泉 地内
【概要】砂防堰堤 Ｎ＝１基
（赤）西空堀沢はみなかみ町猿ヶ京温泉地先位置する流域面
積約０．２ｋ㎡の土石流危険渓流である。
本渓流の下流域には、猿ヶ京温泉の温泉街をはじめ人家１９９
戸、国道１７号、指定避難場所の猿ヶ京地区多目的集会施設が
存在し、これらの災害リスクを軽減するために、砂防堰堤を整備
し、地域の暮らしと安全を守る。

２．現場の特徴【ステップ１】

・自然豊かな山々や赤谷湖の雄大な眺望が楽しめる。
・猿ヶ京温泉、赤谷湖など主要観光地にも隣接している。

３．事業目的【ステップ２】

①現場から何を見せるのか
赤谷湖を見せる。 温泉街を見せる。 山々を見せる。

②どこから見せるのか
標高の高い山腹に設置させた砂防堰堤付近から見せる。

③目指すべき目標像
みなかみ町の猿ヶ京温泉、赤谷湖などの主要な観光地を含めた雄大な自然の風景を眺望できること
とあわせ、地域を守る砂防堰堤の役割や重要性について、地元住民や観光客への理解を深める。
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区分

砂防施設

・赤谷湖や温泉街への眺望が確保できるよう、堰堤付近の支障木を伐採し、砂防堰堤付近に視点場を設置した。
・砂防堰堤のスリッドの色は、環境に合わせた色にした。

所属･係名 沼田土木事務所
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